
資料１

散布図を利用したデータ解析（２）
～タイムラグの発見と利用：株価の予測をしよう～

　
散布図は２つのデータの相関を発見するのが目的ですが、一見関係のない２つのデータであっても時
間をずらしてみると相関がある場合もあります。右図はデータをそのままグラフにしたものですが、B
市の気温データを５月だけずらすと（左図）２つの都市の気温は同じように変化していることが分り
ます。このズレをタイムラグといいます。

株式においてもTOPIXと株価指数の基準となる大手会社の株価には１日のタイムラグがあると言われ
ています。ためしにTOPIXの終値と大手会社の株価の初値を調べてグラフにしてみましょう。１日ず
らすことで相関があるのなら、ずらしたデータの相関係数から、翌日の株価を予測できるはずです。
ここではグラフを比較しやすくするために、TOPIXの数値を１０倍して比較してみました。

さらに散布図を作り、相関係数を求めると下図のようになり、１日ずらしたデータの相関は大きく
なっていることに気が付きます。実際にデータを集めて相関係数から翌日の株価を予測してみましょ
う。
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